
 

 

令和元年度 第31回 全国高等学校情報処理競技大会 
 

主 催  全 国 商 業 高 等 学 校 長 協 会 

公益財団法人 全国商業高等学校協会 

後 援  文 部 科 学 省 

 

 

２０１９．７．２８ 

全 国 大 会 競 技 問 題 

 

 

 

［Ⅱ］表計算とアルゴリズム 
（解答時間 問題【１】，【２】，【３】，【４】とあわせて４０分） 

 

 

 

 

 

 

 

注意事項 

 

（１）筆記用具は，鉛筆またはシャープペンシルと消しゴムです。 

（２）筆記用具などの物品の貸借はできません。 

（３）電卓は使用できません。 

（４）解答は明瞭に記入してください。 

（５）答案を訂正する場合は，消しゴムできれいに消してください。 

（６）答案作成が終わっても，着席したまま静かにしていてください。 

（７）途中で気分が悪くなった場合は，手をあげて係員に知らせてください。 

 

 

 

 

【注意】 係員の指示があるまで，問題に手を触れないでください。 

 

 

 

 



全１９－Ⅱ－１ 

【１】 あるラーメンチェーン店の本部では，店舗ごとに売上状況を分析し報告書を作成するために表計算ソフトウェアを活

用している。ワークシートの構成と作成条件および作成手順にしたがって，各問いに答えなさい。 
ワークシートの構成 
シート名「売上集計表」                                             シート名「売上表」 

 
シート名「報告書」                                                                           シート名「店舗表」 

 
 
作成条件 
１．シート名「売上集計表」のＣ４およびＣ５に適切なデータを入力すると，売上状況報告書を作成することができる。 
２．入力欄に入力された値が適切でない場合や，値が参照する表にない場合，確認欄に NG を表示し，入力欄が未入力の場合，
確認欄に何も表示しない。なお，確認欄が空欄または NG の場合，シート名「売上集計表」のＨ８，Ｂ10～Ｉ19，Ｅ20～Ｈ20
およびシート名「報告書」に関数が設定してあるセルに何も表示しない。 

３．シート名「売上集計表」のＣ５は，2019年１月から2019年６月までの範囲で月初めの日付（１日）を入力する。 
４．シート名「売上表」の「売上データ」は，次の例のように構成されている。 

例 20170101HKTM01013 → 2017 01 01     HKT         M01        013   
                 年  月 日 店舗コード 商品コード  売上数 
５．シート名「報告書」のタイトルと見出しは，分析店舗名，分析月，商品名を結合して表示する。 
６．日付に関するセルは，各シートに表示されているとおりの書式が設定してある。 
作成手順 
１．シート名「売上集計表」は，次のように作成されている。 
⑴ Ａ２は，売上集計表 に，「分析月」から年，月を抽出し，年 と 月分 を結合して表示する。 
⑵ Ｃ４は，「店舗コード」を入力する。また，Ｈ４は，Ｃ４をもとに，シート名「店舗表」を参照して「店舗名」を表示する。 
⑶ Ｃ５は，作成条件３を参考に「分析月」を入力する。なお，Ｈ５は，作成条件３を満たした場合，OK を表示する。 
⑷ Ｈ８は，Ｈ４を参照する。 
⑸ Ｅ10～Ｅ19は，シート名「売上表」から「商品コード｣ごとに「分析月」における「売上数」の合計を求める。また，
Ｆ10～Ｆ19は，「価格」に「売上数」を掛けて求める。 

A B C D E F G H I

1

2

3 入力欄 確認欄

4 DZI 分析店舗名 太宰府店

5 2019/6/1 OK

6

7

8 太宰府店

9 商品コード 商品名 価格 売上数 売上金額 売上数 売上金額 検索値

10 M01 ラーメン 700 22,169 15,518,300 1,138 796,600 1,138.9

11 M02 塩ラーメン 700 21,002 14,701,400 1,711 1,197,700 1,711.8

12 M03 みそラーメン 700 17,220 12,054,000 1,897 1,327,900 1,897.7

13 M04 野菜ラーメン 750 18,482 13,861,500 1,423 1,067,250 1,423.6

14 M05 味玉ラーメン 800 21,350 17,080,000 1,557 1,245,600 1,557.5

15 M06 とんこつラーメン 800 21,434 17,147,200 3,626 2,900,800 3,626.4

16 M07 ネギラーメン 800 18,324 14,659,200 2,362 1,889,600 2,362.3

17 M08 辛ネギラーメン 900 20,033 18,029,700 2,649 2,384,100 2,649.2

18 M09 チャーシューメン 1,050 18,452 19,374,600 2,435 2,556,750 2,435.1

19 M10 スペシャルラーメン 1,200 13,712 16,454,400 2,649 3,178,800 2,649.0

20 合計 192,178 158,880,300 21,447 18,545,100

売上集計表　2019年6月分

全店舗

１．店舗コード

２．分析月

３．全店舗および集計店舗の売上集計表

A B C D E F G H I J K L M N O

1

2

3

4

5
商品コード 商品名 売上数 売上数比率

売上数
比率累計

区分 商品名 売上数 売上数構成比率累計

6 M06 とんこつラーメン 3,626 16.91% 16.91% A とんこつラーメン3,626 16.91%

7 M08 辛ネギラーメン 2,649 12.35% 29.26% A 辛ネギラーメン2,649 29.26%

8 M10 スペシャルラーメン 2,649 12.35% 41.61% A スペシャルラーメン2,649 41.61%

9 M09 チャーシューメン 2,435 11.35% 52.96% A チャーシューメン2,435 52.96%

10 M07 ネギラーメン 2,362 11.01% 63.98% A ネギラーメン2,362 63.98%

11 M03 みそラーメン 1,897 8.85% 72.82% B みそラーメン1,897 72.82%

12 M02 塩ラーメン 1,711 7.98% 80.80% B 塩ラーメン 1,711 80.80%

13 M05 味玉ラーメン 1,557 7.26% 88.06% B 味玉ラーメン1,557 88.06%

14 M04 野菜ラーメン 1,423 6.63% 94.69% C 野菜ラーメン1,423 94.69%

15 M01 ラーメン 1,138 5.31% 100.00% C ラーメン 1,138 100.00%

16

17 ４．とんこつラーメンの売上数の推移（Ｚグラフ）

18 年月 売上数 12か月累計 移動合計

19 2018/07 3,707 3,707 47,801

20 2018/08 3,779 7,486 47,251

21 2018/09 3,726 11,212 47,136

22 2018/10 3,824 15,036 46,934

23 2018/11 3,703 18,739 46,191

24 2018/12 3,858 22,597 45,973

25 2019/01 3,732 26,329 45,702

26 2019/02 3,401 29,730 45,458

27 2019/03 3,335 33,065 44,836

28 2019/04 3,581 36,646 44,497

29 2019/05 3,667 40,313 44,222

30 2019/06 3,626 43,939 43,939

31 合計 43,939

１．ＡＢＣ分析

太宰府店の売上状況報告書（2019年6月時点）

３．最高売上数商品（とんこつラーメン）の月別売上数集計表

２．パレート図
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売上数 12か月累計 移動合計

A B C D E

1

2 売上表（2017年1月1日～昨日まで）

3 売上データ 売上日 店舗コード 商品コード 売上数

4 20170101HKTM01013 2017/1/1 HKT M01 13

5 20170101HKTM02093 2017/1/1 HKT M02 93

6 20170101HKTM03035 2017/1/1 HKT M03 35

7 20170101HKTM04021 2017/1/1 HKT M04 21

8 20170101HKTM05060 2017/1/1 HKT M05 60

～ ～ ～ ～ ～ ～

93799 20190727TGWM06015 2019/7/27 TGW M06 15

93800 20190727TGWM07158 2019/7/27 TGW M07 158

93801 20190727TGWM08014 2019/7/27 TGW M08 14

93802 20190727TGWM09068 2019/7/27 TGW M09 68

93803 20190727TGWM10055 2019/7/27 TGW M10 55

93804

93805

～ ～ ～ ～ ～ ～

109999

110000

A B

1

2 店舗表

3 店舗コード 店舗名

4 HKT 博多店

5 KKR 小倉店

6 DZI 太宰府店

7 KNN 記念館前店

8 SRU 資料館前店

9 MRK 森公園店

10 MJK 門司港店

11 SKE 栄町店

12 KRM 久留米店

13 TGW 田川店



全１９－Ⅱ－２ 

解答群 

⑹ Ｇ10～Ｇ19は，シート名「売上表」から「商品コード｣ごとに「店舗コード」および「分析月」における「売上数」の
合計を求める。また，Ｈ10～Ｈ19は，Ｆ10～Ｆ19と同様に求める。 

⑺ Ｉ10～Ｉ19は，分析店舗の「売上数」に，「商品コード」の右端２桁を抽出し，10との差を求め小数第１位に付与する。 
⑻ Ｅ20～Ｈ20は，各列の合計を求める。 

２．シート名「売上表」は，次のように作成されている。 
⑴ Ｂ４～Ｂ110000は，作成条件４を参考に年，月，日を抽出し，日付シリアル値に変換する。 
⑵ Ｃ４～Ｅ110000は，作成条件４を参考に必要なデータを抽出する。 

３．シート名「報告書」は，次のように作成されている。 
⑴ Ｂ６は，シート名「売上集計表」のＩ10～Ｉ19のうち，１番大きな「検索値」の「商品コード」を表示する。なお，Ｂ７
は２番目，Ｂ８は３番目と続き，10番目までの「商品コード」を表示する。 

⑵ Ｃ６～Ｃ15およびＤ６～Ｄ15は，「商品コード」をもとに，シート名「売上集計表」を参照して「商品名」および
「売上数」を表示する。 

⑶ Ｅ６～Ｅ15は，分析店舗における「売上数」の合計に対する売上数の割合を求める。 
⑷ Ｆ６～Ｆ15は，６行目から当該行までの「売上数比率」の累計を求める。 
⑸ Ｇ６～Ｇ15は，Ｆ６～Ｆ15が70％以下の商品は A ，70％を超え90％以下の商品は B ，90％を超える商品は C を表示
する。ただし，１商品のみで70％を超える場合，A を表示する。 

⑹ Ｂ19は，シート名「売上集計表」のＣ５の11か月前の年月を表示する。 
⑺ Ｃ19～Ｃ30は，Ｂ６に表示されている「商品コード」の「売上数」を，シート名「売上表」から「年月」ごとに求める。 
⑻ Ｄ19～Ｄ30は，19行目から当該行までの「売上数」の累計を求める。 
⑼ Ｅ19～Ｅ30は，シート名「売上表」から「分析月」を含めた過去12か月間の「売上数」の合計を求める。 

 
問１ シート名「売上集計表」のＡ２に設定する式の空欄（１）～（４）にあてはまる適切なものを解答群から選び，記号で

答えなさい。  

="売上集計表 "&  （１） (C5)&  （２）  &  （３） (C5)&  （４）  
 
 

ア TODAY イ WEEKDAY ウ YEAR エ "月分" 

オ "年" カ MONTH キ "月時点" ク NOW 

 
問２ シート名「売上集計表」のＨ４に設定する式の空欄（１）～（３）にあてはまる適切なものを解答群から選び，記号で

答えなさい。  

=IF(C4="","",IFERROR(  （１） (C4,  （２）  ,2,FALSE ),  （３）  )) 
 
 

ア 店舗表!A4:B13 イ 店舗表!B4:B13 ウ INDEX エ HLOOKUP 

オ 店舗表!A4:A13 カ VLOOKUP キ "" ク "NG" 

 
問３ シート名「売上表」のＢ４に設定する式の空欄（１）～（４）にあてはまる適切なものを解答群から選び，記号で答え

なさい。  

=IF(A4="","", 

DATE(VALUE(  （１） (A4,  （２）  )),VALUE(MID(A4,  （３）  ,2)),VALUE(MID(A4,  （４）  ,2)))) 
 
 

ア DAY イ LEFT ウ MONTH エ RIGHT 
オ 4 カ 5 キ 6 ク 7 

 
問４ シート名「報告書」のＧ６に設定する式の空欄（１）～（４）にあてはまる適切なものを解答群から選び，記号で答え

なさい。ただし，この式をＧ15までコピーする。  

=IF(OR(売上集計表!$H$5="",売上集計表!$H$5="NG"),"", 

IF(OR(  （１）  <30%,  （２）  <=70%),  解答不要  ,IF(  （２）  <=90%,  （３）  ,  （４）  ))) 
 
 

ア D6 イ E6 ウ F6 エ 100%-E6 

オ 100%-F6 カ "C" キ "B" ク "A" 

 
問５ シート名「報告書」のＥ19に設定する式の空欄（１）～（４）にあてはまる適切なものを解答群から選び，記号で答え

なさい。ただし，この式をＥ30までコピーする。  

=IF($B$6="","",SUMIFS(売上表!$E$4:$E$110000,売上表!$C$4:$C$110000,売上集計表!$C$4, 

売上表!$D$4:$D$110000,$B$6,売上表!$B$4:$B$110000,">="&DATE(  （１） (B19),  （２） (B19)-  （３）  ,1), 

売上表!$B$4:$B$110000,"<"&DATE(  （１） (B19),  （２） (B19)+  （４）  ,1))) 
 
 

ア 1 イ 2 ウ 3 エ 10 

オ 11 カ 12 キ MONTH ク YEAR 

解答群 

解答群 

解答群 

解答群 



全１９－Ⅱ－３ 

【２】 あるチームウェアの販売店では，注文者がカタログを見てチームウェア注文書を作成できるように表計算ソフトウェ
アを活用している。ワークシートの構成と作成条件および作成手順にしたがって，各問いに答えなさい。 

ワークシートの構成 
 

シート名「注文表」 

  
シート名「商品表」

  
シート名「郵便番号表」

 

シート名「オプション表」 

 
 

作成条件 
１．シート名「注文表」の入力欄に適切なデータを順に入力すると，チームウェア注文書が作成できる。なお，未入力の場合，
確認欄に 未入力 と表示する。また，各入力欄が制限文字数を超えた場合や，入力された値が適切でない場合，確認欄にその
理由と NG を文字列結合して表示し，その次の入力項目以降の確認欄とＪ30～Ｊ34に何も表示しない。ただし，注文者は入力
欄のすべての項目を入力するものとする。 

２．シート名「商品表」の「色対応」は，各商品の生地に利用できる色コード（生地色コード）と，デザイン用に指定する必
要のある色数（選択色数）である。例えば，「商品コード」が WB01 の場合，「生地色コード」が Bk Bl であり，色コー
ド Bk（ブラック）または，Bl（ブルー）が指定可能である。また，「選択色数」が 2 の場合，シート名「オプション表」
の「色コード」のうち，２色を指定する。ただし，「選択色コード」はシート名「オプション表」の「色表」にあるすべて
の「色コード」から指定することができる。 
作成手順 
１．シート名「注文表」は，次のように作成されている。 
⑴ Ｊ４は，本日の日付を自動的に表示するための関数が設定されている。 
⑵ Ｊ７～Ｊ８，Ｊ12およびＪ21は，「入力欄」の文字数が「制限文字数」以下の場合， OK を表示する。 
⑶ Ｊ10は，Ｃ10をもとにシート名「郵便番号表」の「郵便番号」に対応する「住所」がある場合，OK を表示する。また，
OK の場合，Ｃ11に「住所」を表示する。 

⑷ Ｊ13～Ｊ14は，Ｃ13およびＣ14の文字数が「制限文字数」と同じ，かつ左端１文字が 0 ，かつ – を空文字に置き換え
た結果が数字のみ，かつ二つ目の – が８文字目の場合，OK を表示する。 

⑸ Ｊ15は，Ｃ15の文字数が「制限文字数」と同じ，かつ左端１文字が 0 の場合，OK を表示する。 

A B C D E F G H I J
1

2
3
4 注文日 2019/7/28
5 １．注文内容
6 制限文字数 確認欄

7 チーム名 20 OK

8 代表者名 15 OK

9

10 郵便番号 1600015 OK

11 住所 東京都新宿区大京町

12 番地等 20 OK

13 電話番号 12 OK

14 FAX番号 12 OK

15 携帯電話 13 OK

16 メールアドレス 256 OK

17

18 商品コード WB03 商品名 Ｗブレーカー03

19 生地色コード Wh 生地色 ホワイト

20 選択色コード Bk Or 選択色 ブラック　オレンジ

21 ロゴ文字 20 ロゴ OK

22
23 サイズ別注文数 S M L 2L 3L

24 シャツ 1 5 7 1 シャツ枚数計 14

25 パンツ パンツ枚数計

26

27 希望納期 納期/割増判定 2019/08/22　7%割増

28

29 ２.料金計算

30 シャツ料金 63,000

31 パンツ料金
32 納期割増 4,400
33 枚数割引 1,900
34 合計 65,500

チ　ー　ム　ウ　ェ　ア　注　文　書

入力欄

全商高等学校バスケットボール部

△△　一郎

2019/8/22

△番地◇号

03-3357-7911

03-3341-1039

0xx-xxxx-xxxx

ichiro@zensho.xx.xx

Zensho H.S

A B C D E F G H I J
1
2 商品表
3 商品コード 商品名 シャツ パンツ 選択色数
4 GW01 ゲームウェア01 4,500 4,500 Wh Bk Bl Re Gr 2
5 GW02 ゲームウェア02 3,800 3,800 Wh Bk Bl Re Gr 1
6 GW03 ゲームウェア03 4,500 4,500 Wh Bk Bl Re Gr 2
7 WB01 Ｗブレーカー01 3,900 3,900 Bk Bl 2
8 WB02 Ｗブレーカー02 4,500 4,700 Bk Bl 1
9 WB03 Ｗブレーカー03 4,500 5,000 Wh Gr Bk Re Or 2
10 WB04 Ｗブレーカー04 5,600 6,000 Wh Bk Bl Re Gr 2
11 SW01 スウェットウェア01 3,800 4,300 Wh Bk Bl Re Gr 1
12 SW02 スウェットウェア02 4,300 4,300 Wh Gr Bk Re Or 2
13 SW03 スウェットウェア03 4,800 5,300 Bk Bl Re Gy 1

単価 色対応

生地色コード

A B
1
2 郵便番号表
3 郵便番号 住所

～ ～ ～

38618 1620065 東京都新宿区住吉町
38619 1600015 東京都新宿区大京町
38620 1690075 東京都新宿区高田馬場

～ ～ ～

A B C D E F
1
2 色表 割引表
3 色コード 色名 割引率
4 Wh ホワイト 1 ～10 0%
5 Gy グレー 11 ～25 3%
6 Bk ブラック 26 ～50 5%
7 Bl ブルー 51 ～ 8%
8 Pu パープル
9 Re レッド
10 Pi ピンク
11 Or オレンジ
12 Gr グリーン

枚数



全１９－Ⅱ－４ 
⑹ Ｊ16は，文字列中に @ があり，かつ文字数が「制限文字数」以下の場合，OK を表示する。 
⑺ Ｊ18は，Ｊ７～Ｊ16のすべての項目が OK の場合，Ｃ18をもとに，シート名「商品表」を参照して「商品名」を表示する。 
⑻ Ｊ19は，Ｃ18とＣ19をもとに，シート名「商品表」の「商品コード」に対応する「生地色コード」がある場合，シート
名「オプション表」の「色表」を参照して「色名」を表示する。 

⑼ Ｊ20は，Ｃ20をもとに，シート名「オプション表」の「色表」を参照して「色名」を表示し，Ｄ20にデータが入力され
た場合，Ｃ20の「色名」の右端に空白文字とＤ20の「色名」を文字列結合して表示する。なお，Ｃ20とＤ20に同じコード
が入力されている場合，選択色コードNG を表示する。 

⑽ Ｊ24～Ｊ25は，シャツおよびパンツの種類別に枚数を集計する。なお，枚数に数字以外が入力された場合，注文数NG  
を表示する。ただし，注文がない場合，何も表示しない。 

⑾ Ｊ27は，Ｃ27が「注文日」の20日未満の場合，納期NG を，「注文日」の30日未満の場合，「希望納期」と 7%割増 を
文字列結合し，それ以外の場合，「希望納期」と 割増なし を文字列結合して表示する。 

⑿ Ｊ30は，Ｃ18をもとに，シート名「商品表」を参照して求めた「シャツ」の「単価」に，Ｊ24を掛けて求める。 
⒀ Ｊ31は，Ｃ18をもとに，シート名「商品表」を参照して求めた「パンツ」の「単価」に，Ｊ25を掛けて求める。 
⒁ Ｊ32は，Ｊ27に 7%割増 が含まれている場合，Ｊ30～Ｊ31の合計に 7% を掛けて求める。ただし，50円単位に切り捨て
て表示する。 

⒂ Ｊ33は，Ｊ30に，Ｊ24をもとに，シート名「オプション表」を参照して求めた「割引率」を掛けたものと，Ｊ31に，Ｊ25を
もとに，シート名「オプション表」を参照して求めた「割引率」を掛けたものを，それぞれ50円単位に切り上げて合計する。 

⒃ Ｊ34は，Ｊ30～Ｊ32の合計からＪ33を引いて求める。 

 
問１ シート名「注文表」のＪ７に設定する式の空欄（１）～（２）をうめなさい。ただし，この式をＪ８，Ｊ12およびＪ21に

コピーする。 
 

=IF(C7="","未入力",IF(LEN(   （１）   )<=   （２）   ,"OK","制限文字数NG")) 
 
問２ シート名「注文表」のＪ13に設定する式の空欄（１）～（４）をうめなさい。 
 

=IF(C13="","未入力",IF(J12<>"OK","", 

IF(   （１）  (LEN(C13)=H13,LEFT(C13,1)="0",IFERROR(VALUE(   （２）  (C13,"-","")),  （３）   )>0, 

  （４）  ("-",C13,   （４）  ("-",C13,1)+1)=8),"OK","電話番号NG"))) 
 
問３ シート名「注文表」のＪ19に設定する式の空欄（１）～（４）をうめなさい。 
 

=IF(C19="","未入力",IF(OR(J18="",J18="未入力",J18="商品コードNG"),"", 

IF(   （１）  (OFFSET(商品表!E3:I3,   （２）  (   （３）   ,商品表!A4:A13,0),0,1,5),C19)=   （４）   , 

VLOOKUP(C19,オプション表!A4:B12,2,FALSE),"生地色コードNG"))) 
 
 
 
 
 
問４ シート名「注文表」のＪ24に設定する式の空欄（１）～（３）をうめなさい。 
 

=IF(OR(J21<>"   （１）   ",SUM(C24:G24)=0),"", 

IF(   （２）  (C24:G24)=   （３）  (C24:G24),SUM(C24:G24),"注文数NG")) 
 
問５ シート名「注文表」のＪ33に設定する式の空欄（１）～（３）をうめなさい。 
 

=IF(OR(J27="",J27="未入力",J27="納期NG"),"", 

IFERROR(   （１）  (VLOOKUP(J24,オプション表!D4:F7,   （２）   ,TRUE)*J30,   （３）   ),0) 

+IFERROR(   （１）  (VLOOKUP(J25,オプション表!D4:F7,   （２）   ,TRUE)*J31,   （３）   ),0)) 
 
問６ シート名「注文表」が次のように表示されているとき，Ｊ34に表示される適切なデータを答えなさい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A B C D E F G H I J
1

2

～

18 商品コード SW03 商品名 ※

19 生地色コード Bl 生地色 ※

20 選択色コード Gr 選択色 ※

21 ロゴ文字 20 ロゴ ※

22
23 サイズ別注文数 S M L 2L 3L

24 シャツ 3 5 4 シャツ枚数計 ※

25 パンツ 3 7 2 パンツ枚数計 ※

26

27 希望納期 納期/割増判定 2019/08/30　割増なし

28

29 ２.料金計算

30 シャツ料金 ※

31 パンツ料金 ※
32 納期割増 0
33 枚数割引 ※
34 合計 ※

チ　ー　ム　ウ　ェ　ア　注　文　書

～

BaseBall Club

2019/8/30

※OFFSET関数は，第１引数の基準であるセルまたはセル範囲から，第２引数の行数の分，第３引数の列数の分だけをシフト（移
動）した位置のセルやセル範囲を参照した結果を返す。また，第４引数の高さ，第５引数の幅を設定すると，セル範囲を自動
で指定できる。 

書式  OFFSET(基準，行数，列数，[高さ]，[幅]) 

(注) ※印は，値の表記を省略している。 
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⑹ Ｊ16は，文字列中に @ があり，かつ文字数が「制限文字数」以下の場合，OK を表示する。 
⑺ Ｊ18は，Ｊ７～Ｊ16のすべての項目が OK の場合，Ｃ18をもとに，シート名「商品表」を参照して「商品名」を表示する。 
⑻ Ｊ19は，Ｃ18とＣ19をもとに，シート名「商品表」の「商品コード」に対応する「生地色コード」がある場合，シート
名「オプション表」の「色表」を参照して「色名」を表示する。 

⑼ Ｊ20は，Ｃ20をもとに，シート名「オプション表」の「色表」を参照して「色名」を表示し，Ｄ20にデータが入力され
た場合，Ｃ20の「色名」の右端に空白文字とＤ20の「色名」を文字列結合して表示する。なお，Ｃ20とＤ20に同じコード
が入力されている場合，選択色コードNG を表示する。 

⑽ Ｊ24～Ｊ25は，シャツおよびパンツの種類別に枚数を集計する。なお，枚数に数字以外が入力された場合，注文数NG  
を表示する。ただし，注文がない場合，何も表示しない。 

⑾ Ｊ27は，Ｃ27が「注文日」の20日未満の場合，納期NG を，「注文日」の30日未満の場合，「希望納期」と 7%割増 を
文字列結合し，それ以外の場合，「希望納期」と 割増なし を文字列結合して表示する。 

⑿ Ｊ30は，Ｃ18をもとに，シート名「商品表」を参照して求めた「シャツ」の「単価」に，Ｊ24を掛けて求める。 
⒀ Ｊ31は，Ｃ18をもとに，シート名「商品表」を参照して求めた「パンツ」の「単価」に，Ｊ25を掛けて求める。 
⒁ Ｊ32は，Ｊ27に 7%割増 が含まれている場合，Ｊ30～Ｊ31の合計に 7% を掛けて求める。ただし，50円単位に切り捨て
て表示する。 

⒂ Ｊ33は，Ｊ30に，Ｊ24をもとに，シート名「オプション表」を参照して求めた「割引率」を掛けたものと，Ｊ31に，Ｊ25を
もとに，シート名「オプション表」を参照して求めた「割引率」を掛けたものを，それぞれ50円単位に切り上げて合計する。 

⒃ Ｊ34は，Ｊ30～Ｊ32の合計からＪ33を引いて求める。 

 
問１ シート名「注文表」のＪ７に設定する式の空欄（１）～（２）をうめなさい。ただし，この式をＪ８，Ｊ12およびＪ21に

コピーする。 
 

=IF(C7="","未入力",IF(LEN(   （１）   )<=   （２）   ,"OK","制限文字数NG")) 
 
問２ シート名「注文表」のＪ13に設定する式の空欄（１）～（４）をうめなさい。 
 

=IF(C13="","未入力",IF(J12<>"OK","", 

IF(   （１）  (LEN(C13)=H13,LEFT(C13,1)="0",IFERROR(VALUE(   （２）  (C13,"-","")),  （３）   )>0, 

  （４）  ("-",C13,   （４）  ("-",C13,1)+1)=8),"OK","電話番号NG"))) 
 
問３ シート名「注文表」のＪ19に設定する式の空欄（１）～（４）をうめなさい。 
 

=IF(C19="","未入力",IF(OR(J18="",J18="未入力",J18="商品コードNG"),"", 

IF(   （１）  (OFFSET(商品表!E3:I3,   （２）  (   （３）   ,商品表!A4:A13,0),0,1,5),C19)=   （４）   , 

VLOOKUP(C19,オプション表!A4:B12,2,FALSE),"生地色コードNG"))) 
 
 
 
 
 
問４ シート名「注文表」のＪ24に設定する式の空欄（１）～（３）をうめなさい。 
 

=IF(OR(J21<>"   （１）   ",SUM(C24:G24)=0),"", 

IF(   （２）  (C24:G24)=   （３）  (C24:G24),SUM(C24:G24),"注文数NG")) 
 
問５ シート名「注文表」のＪ33に設定する式の空欄（１）～（３）をうめなさい。 
 

=IF(OR(J27="",J27="未入力",J27="納期NG"),"", 

IFERROR(   （１）  (VLOOKUP(J24,オプション表!D4:F7,   （２）   ,TRUE)*J30,   （３）   ),0) 

+IFERROR(   （１）  (VLOOKUP(J25,オプション表!D4:F7,   （２）   ,TRUE)*J31,   （３）   ),0)) 
 
問６ シート名「注文表」が次のように表示されているとき，Ｊ34に表示される適切なデータを答えなさい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A B C D E F G H I J
1

2

～

18 商品コード SW03 商品名 ※

19 生地色コード Bl 生地色 ※

20 選択色コード Gr 選択色 ※

21 ロゴ文字 20 ロゴ ※

22
23 サイズ別注文数 S M L 2L 3L

24 シャツ 3 5 4 シャツ枚数計 ※

25 パンツ 3 7 2 パンツ枚数計 ※

26

27 希望納期 納期/割増判定 2019/08/30　割増なし

28

29 ２.料金計算

30 シャツ料金 ※

31 パンツ料金 ※
32 納期割増 0
33 枚数割引 ※
34 合計 ※

チ　ー　ム　ウ　ェ　ア　注　文　書

～

BaseBall Club

2019/8/30

※OFFSET関数は，第１引数の基準であるセルまたはセル範囲から，第２引数の行数の分，第３引数の列数の分だけをシフト（移
動）した位置のセルやセル範囲を参照した結果を返す。また，第４引数の高さ，第５引数の幅を設定すると，セル範囲を自動
で指定できる。 

書式  OFFSET(基準，行数，列数，[高さ]，[幅]) 

(注) ※印は，値の表記を省略している。 
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配列 Bmei 配列 Ksu 配列 Kmei 配列 Sban 配列 Smei 配列 Bban

26 ⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑹ ⑺

⑴ ⑴ 4 ⑴ ⑴ ⑴ ⑴

⑵ ⑵ 7 ⑵ ⑵ ⑵ ⑵

⑶ ⑶ 5 ⑶

⑷ ⑷ 6 ⑷

⑸ ⑸ 4 ⑸

⑹

配列 Ssyu
⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑹ ⑺

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

【３】 ある企業の人事部では，新入社員研修の進捗状況を把握するために，出力形式のような一覧表を作成した。処理条件

にしたがって，流れ図の（１）～（５）の空欄にあてはまる適切なものを解答群から選び，記号で答えなさい。 
 
入力形式                      出力形式 

新入社員ファイル 

社員番号 
 

社員名 
 

部署番号 
 

課題提出ファイル 

提出日 
Tdate 

社員番号 
Syab 

科目番号 
Kamb 

講習番号 
Kosb 

点数 
Ten 

入出力形式 

研修ファイル 

社員番号 
Syab 

科目番号 
Kamb 

講習番号 
Kosb 

点数 
Ten 

 
処理条件 
⑴ 部署番号は 1（人事部）～6（開発部），科目
番号は 1～5，講習番号は 1～7，点数は 0～100
である。ただし，科目ごとに講習数が異なる。 
⑵ 配列 Bmei に部署名を記憶する。なお，Bmei 
の添字は部署番号と対応している。 
⑶ 配列 Kmei に講習名を，配列 Ksu に科目ごとの講習数を記憶する。なお，Ksu(0) には総講習数を記憶する。また，
Kmei の行方向の添字と Ksu の添字は科目番号と，Kmei の列方向の添字は講習番号と対応している。 
⑷ 新入社員ファイルを読み，配列 Sban に社員番号を，配列 Smei に社員名を，配列 Bban に所属する部署番号を記憶す
る。なお，新入社員ファイルは社員番号の昇順に記録されており，新入社員数は30人以下である。また，Sban，Smei，
Bban の添字はそれぞれ対応している。 

⑸ 研修ファイルを読み，社員番号をもとに配列 Sban を探索し，配列 Ssyu に点数を記憶する。なお，研修ファイルは社
員番号の昇順に記録されている。また，Ssyu のシートの添字は配列 Sban の添字と，行方向の添字は科目番号と，列方
向の添字は講習番号と対応している。さらに，Ssyu の０列目に科目番号ごとの課題の提出回数を，Ssyu の０行目０列
目は，社員ごとに課題の総提出回数を求める。 

⑹ 課題提出ファイルを読み，次の処理を行う。 
・点数が60点以上の場合，社員番号をもとに配列 Sban を探索し，配列 Ssyu に点数を記憶する。また，Ssyu の０列目
に科目番号ごとの課題の提出回数を，Ssyu の０行目０列目は，社員ごとに課題の総提出回数を求める。 

・科目番号ごとの配列 Ssyu の行方向の点数と今回提出された課題の合計が，残り提出分がすべて満点でも平均80点未満と
なる場合，該当する課題の点数を 0 に変更し，提出回数を 1 減らす。また，配列 Sai の１列目から順に社員番号，科
目番号，講習番号，点数を記憶する。 

・点数が60点未満の場合，配列 Sai の１列目から順に社員番号，科目番号，講習番号，点数を記憶する。 
⑺ データを読み終えたあと，次の処理を行う。 
① 部署番号が変わるごとに部署名を表示する。 
② 進捗率(％)を次の計算式により求め，出力形式のように表示する。なお，グラフは進捗率10％ごとに ★ を一つ表
示する。 

  進捗率(％) ＝ 総提出回数 × 100 ÷ 総講習数 
③ 配列 Sai の内容を再提出者として，出力形式のように表示する。 
④ 配列 Ssyu のうち，点数が 0 以上のデータを研修ファイルに出力する。 
⑻ 入力データに誤りはないものとする。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配列 Sai

⑴ ⑵ ⑶ ⑷

⑴

⑵

⑶

⑷

(0)

(29)

(30)

(30) 
 

⑴ 

(0) 

(29)

(30)

（6月30日現在 新入社員研修進捗状況） 
(部署名) 
人事部 

(社員番号)    (社員名)   (進捗率(％)・グラフ) 
1901       大泉○○       69 ★★★★★★ 
1919       釜本○○       46 ★★★★ 

～           ～          ～         ～  

～  
開発部 

1908       大木○○       65 ★★★★★★ 
1909       前崎○○      100 ★★★★★★★★★★ 
1912       田村○○       50 ★★★★★ 
1918       木村○○       88 ★★★★★★★★ 

(再提出者) 
(社員番号)(科目番号)(講習番号)      (講習名)       (点数) 

1903        4         3      顧客戦略の展開       58 
1918        5         2      販売管理者の知識     59 
1912        3         3      LSPの役割            72 

～        ～        ～             ～            ～  

(0)

(29)

(30)

～  ～  ～   ～   ～  

～  ～    ～  ～        ～  ～  



全１９－Ⅱ－６ 

は　じ　め

ループ４
Sban(Mi) ≠ Syab の間

NO

YES

(１)

※

※

ループ４

1 → Lo

Nin → Hi

(Lo ＋ Hi) ÷ 2 → Mi

Mi － 1 → Hi

(Lo ＋ Hi) ÷ 2 → Mi

探索処理

ループ２

Sw ＝ 0 の間

ループ２

0 → Nin

Mi ＋ 1 → Lo

課題提出処理

画面出力処理

お　わ　り

ループ１

データがある間

ループ１

Nin ＋ 1 → Nin

出　　口

配列 Sban, Smei, 
Bban, Ssyu, Sai
を初期化する

配列 Bmei, Ksu,
Kmei 

にデータを記憶する

新入社員ファイルを読み 
Sban(Nin), Smei(Nin), 

Bban(Nin)
にデータを記憶する

研修ファイルを読む

探索処理

ファイル出力処理

研修ファイルを読む

Syab → Shoz

配列記憶処理

ループ３

Sw ＝ 0 かつ

Syab ＝ Shoz の間

ループ３

Ten
→ Ssyu(Mi, Kamb, Kosb)

(２)

Ssyu(Mi, 0, 0) ＋ 1
→ Ssyu(Mi, 0, 0)

出　　口

配列記憶処理

0 → Sw

NO

YES

データがある

1 → Sw

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※  小数点以下切り捨て 

(注) 流れ図の & は，文字列の結合を表す。 

 

ア Sban(Mi) ＜ Syab 

イ Ssyu(Mi, Kamb, 0) ＋ 1 → Ssyu(Mi, Kamb, 0) 

ウ r ≦ 60 

エ Ssyu(s, Kamb, 0) × 100 ÷ Ksu(0) → Ritu 

オ Ksu(Kamb) × 80 － Gok → Score 

カ Ssyu(Mi, 0, Kosb) ＋ 1 → Ssyu(Mi, 0, Kosb) 

キ Ksu(Kamb) × 80 ＋ Gok → Score 

ク Ssyu(s, 0, 0) × 100 ÷ Ksu(0) → Ritu 

ケ r ＞ SaiKen 

コ Sban(Mi) ＞ Syab 

サ Ssyu(Mi, 0, 0) × 100 ÷ Ksu(0) → Ritu 

シ Ssyu(Kamb, Mi, 0) ＋ 1 → Ssyu(Kamb, Mi, 0) 

ス Sban(Lo) ≠ Syab 

セ r ≦ SaiKen 

ソ Ksu(Kamb) × 20 － Gok → Score 
 

解答群 



「問題を読みやすくするために，

このページは空白にしてあります。」
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【４】 データ圧縮のアルゴリズムを学習するために，ハフマン符号による符号化のプログラムを作成した。処理条件にした

がって，流れ図の（１）～（６）の空欄をうめなさい。 

 

入力形式                            出力形式 

圧縮対象文字ファイル 

 

 

 

 

 

 

 

 

処理条件 
⑴ 圧縮対象文字ファイルを読み，次の処理を行う。 
・ 配列 Amoji に，圧縮対象文字を１文字ずつ記憶する。なお，圧縮対象文字ファイルは200文字以内である。 
・ 配列 Chara に，圧縮対象文字ファイル中で利用されている文字を種類ごとに１文字ずつ記憶し，配列 Count に，その
出現回数を求める。なお，Chara と Count の添字は対応している。 

⑵ 配列 Chara と 配列 Count を出現回数の降順に並べ替える。 
⑶ 次の手順によりハフマン符号を求める。ただし，定義済み処理 符号化処理(Chara, Count, Num) は，配列 Chara，配列 

Count，Num を，それぞれ，配列 Cha()，配列 Cou()，Nu に引数として渡して処理を実行する。なお，配列は参照するア
ドレスを，それ以外の変数は値を渡すものとする。 
① 配列 Cha と配列 Cou の最後尾の２文字を除いて，Cha を配列 Ch に，Cou を配列 Co にそれぞれ複写する。さらに，
その除いた２文字を結合し，これを仮の一文字として ChWork に記憶する。この時の ChWork の出現回数は，結合した２
文字の出現回数の和となり，その値は CoWork に求める。 

配列 Cha        配列 Ch         

～ (39) (40) (41) (42) (43) (44) ～  ～ (39) (40) (41) (42) (43) (44) ～  ChWork 
～ び も ば つ ざ  ～  ～ び も ば    ～  つざ 

配列 Cou        配列 Co         

～ (39) (40) (41) (42) (43) (44) ～  ～ (39) (40) (41) (42) (43) (44) ～  CoWork 
～ 1 1 1 1 1 0 ～  ～ 1 1 1 0 0 0 ～  2 

② 配列 Co が降順になるように CoWork の値を挿入し，対応する配列 Ch にも ChWork の値を挿入する。なお，同じ出現
回数の場合，配列 Ch の記憶順とする。 
③ １文字分減った②の結果に対して，符号化処理(Ch, Co, Nu － 1) を実行する。 
④ 文字の種類が２種類になるまで①～③を繰り返す。 
⑤ ④の結果，最後まで残った２種類の文字に対して，上位の文字に 1 を，下位の文字に 0 のビット列を割り当て，配
列 Huff に記憶する。 
⑥ ⑤の２種類の仮の文字から戻りながら，各文字にビット列を同様に割り当て，配列 Huff に記憶する。なお，１段階
戻ったときの２種類の文字に対しては，直前の段階で割り当てたビット列の右端に 1（上位）または 0（下位）を付加
して対応させる。 
⑦ 元の種類の文字すべてに対して，同様にしてビット列を割り当て，配列 Huff に記憶する。 
⑷ 文字と出現回数，ハフマン符号を出力形式のように表示する。 
⑸ 圧縮対象文字１文字を16ビットとしてビット数に換算し，圧縮後のビット数とともに表示する。ただし，文字数はLen関
数により求める。なお，Len(引数)は，引数 の文字数を返す。 
⑹ 入力データにエラーはないものとする。 

 

配列 Amoji       配列 Chara    配列 Huff   

(0) (1) (2) (3) (4) (5) ～ (200)  (0) (1) (2) ～ (200)  (0) (1) (2) ～ (200) 
 で ん し め え ～      ～      ～  

         配列 Count         

         (0) (1) (2) ～ (200)       
            ～        

＜定義済み処理 符号化処理 内で利用する配列＞            

配列 Cha    配列 Ch            

(0) (1) ～ (199) (200)  (0) (1) ～ (199) (200)          
  ～      ～            

配列 Cou    配列 Co            

(0) (1) ～ (199) (200)  (0) (1) ～ (199) (200)          
  ～      ～            

 

(文字) (出現回数) (ハフマン符号) 
う 12     000 
る 10    1101 

～  ～  ～  
つ  1 0110001 
ざ  1 0110000 

(処理結果) 
圧縮前：2,096ビット(131文字) 
圧縮後：  658ビット 

 

でんしめえるをりようするには，でんしめえるのさくせい

やそうじゅしんをおこなうそふとうぇあであるめえらをし

ようする。また，でんしめえるをうぇぶぺえじじょうでり 

～  
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出　　口

1 → m

ループ５
m ≦ Nu － 2 の間

m ＋ 1 → m

Ch(n) → Ch(n ＋ 1)

n － 1 → n

ループ６

CoWork → Co(n ＋ 1)

ループ６
n ＞ 0 かつ

Co(n) ＜ CoWork の間

Cha(m) → Ch(m)

YES

Num ＋ 1 → Num

1 → Count(Num)

ループ３
g ≦ Num の間

g ＋ 1 → g

ループ３

2 → g

h ≠ g － 1

ChWork → Chara(h ＋ 1)

CoWork → Count(h ＋ 1)

YES

NO

Chara(g) → ChWork

Count(g) → CoWork

g － 1 → h

ループ４
h ＞ 0 かつ

 Count(h) ＜ CoWork の間

Chara(h) → Chara(h ＋ 1)

Count(h) → Count(h ＋ 1)

h － 1 → h

ループ４

は　じ　め

お　わ　り

表示処理

符号化処理
(Cha(), Cou(), Nu)

(４)

YES

NO

ループ５

Cha(Nu － 1) & Cha(Nu)
→ ChWork

(５)

Nu － 2 → n

Co(n) → Co(n ＋ 1)

ChWork → Ch(n ＋ 1)

符号化処理
(Ch, Co, Nu － 1)

1 → m

ループ７
m ≦ Nu － 1 の間

m ＝ n ＋ 1

YES

NO

Huff(m) → Str

(６)

YES

NO

(６)

m ＋ 1 → m

ループ７

Str & "1" → Huff(Nu － 1)

Str & "0" → Huff(Nu)

出　　口

表示処理

h ＋ 1 → h

ループ８
h ≦ Num の間

j ＋ 1 → j

1 → j

ループ10

1 → h

ループ10
Chara(j) ≠ Amoji(g) の間

Bcnt ＋ Len(Huff(j))
→ Bcnt

g ＋ 1 → g

ループ８

m ＞ n ＋ 1

1 → g

0 → Num

ループ１
データがある間

→ Amoji(g)

Amoji(g) → Chara(0)

ループ２
Chara(h) ≠ Amoji(g)の間

Num → h

(１)

ループ２

h ≠ 0

Count(h) ＋ 1 → Count(h)

NO

(２)

g ＋ 1 → g

ループ１

(３)

符号化処理
(Chara, Count, Num)

Cou(m) → Co(m)

Chara(h), Count(h),

Huff(h) を出力

0 → Bcnt

1 → g

ループ９
g ≦ Acnt の間

ループ９

"圧縮前：", Acnt × 16 ,
"ビット(", Acnt , "文字)"

を出力

"圧縮後：", Bcnt,
"ビット" を出力

(注) 条件式が「かつ」で複合されている場合，先に記述

された条件式が偽になった時点で，判定を終了する。 

流れ図の & は，文字列の結合を表す。 
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［Ⅱ］表計算とアルゴリズム  解答用紙 

 

選手番号 
 

 
 得点  

 

【１】 

問１ (1)  (2)  (3)  (4)  

問２ (1)  (2)  (3)    

問３ (1)  (2)  (3)  (4)  

問４ (1)  (2)  (3)  (4)  

問５ (1)  (2)  (3)  (4)  

 

【２】 

問１ (1)  (2)      

問２ (1)  (2)  (3)  (4)  

問３ (1)  (2)  (3)  (4)  

問４ (1)  (2)  (3)    

問５ (1)  (2)  (3)    

問６        

 

【３】 

(1)  (2)  (3)  (4)  (5)  

 

【４】 

(1)  

(2)  

(3)  

(4)  

(5)  

(6)  

 

全商情報処理表計算とアルゴリズムR1　解答用紙　再
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［Ⅱ］表計算とアルゴリズム  審査基準 

 

選手番号 
 

 
 得点  

 

【１】 

問１ (1) ウ (2) オ (3) カ (4) エ 

問２ (1) カ (2) ア (3) ク   

問３ (1) イ (2) オ (3) カ (4) ク 

問４ (1) エ (2) ウ (3) キ (4) カ 

問５ (1) ク (2) キ (3) オ (4) ア 

問ごとに４点 20 点 

【２】 

問１ (1) C7 (2) H7     

問２ (1) AND (2) SUBSTITUTE (3) 0 (4) 
FIND 

別解 SEARCH 

問３ (1) 
COUNTIFS 
別解 COUNTIF (2) MATCH (3) C18 (4) １ 

問４ (1) OK (2) COUNT (3) COUNTA   

問５ (1) CEILING (2) ３ (3) 50   

問６ 117,500     
問４(2)(3)順不同 

問６コンマなし可 

問ごとに５点 30 点 

【３】 

(1) コ (2) イ (3) オ (4) ク (5) セ 

各４点 20 点 

【４】 

(1) h － 1 → h 

(2) Amoji(g) → Chara(Num) 

(3) g － 1 → Acnt 

(4) Nu ＞ 2 

(5) Cou(Nu － 1) ＋ Cou(Nu) → CoWork 

(6) Huff(m ＋ 1) → Huff(m) 

各５点 30 点 

全商情報処理表計算とアルゴリズムR1　審査基準　再再


